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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】平成28年12月8日(2016.12.8)

【公開番号】特開2016-112987(P2016-112987A)
【公開日】平成28年6月23日(2016.6.23)
【年通号数】公開・登録公報2016-038
【出願番号】特願2014-252261(P2014-252261)
【国際特許分類】
   Ｂ６０Ｋ  35/00     (2006.01)
   Ｇ０８Ｇ   1/09     (2006.01)
   Ｇ０８Ｇ   1/16     (2006.01)
   Ｂ６０Ｒ  21/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｋ   35/00     　　　Ａ
   Ｇ０８Ｇ    1/09     　　　Ｓ
   Ｇ０８Ｇ    1/16     　　　Ｃ
   Ｂ６０Ｒ   21/00     ６２６Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成28年10月19日(2016.10.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　自車両（２）の表示ユニット（５０，２０５０，３０５０，３０５１）による表示を制
御する車両用表示制御装置（５４，３０５０ｃ，３０５１ｃ）であって、
　前記自車両においてドライバの体感速度と実際の走行速度とがずれると予測されるずれ
予測条件が成立したか否かを判定する条件判定手段（５４０）と、
　前記自車両の走行する走行路に定められた制限速度と実際の前記走行速度との速度差が
切替判定値以上超過しているか否か、及び前記制限速度と前記走行速度との差が前記切替
判定値以上不足しているか否かを判定する速度差判定手段（５４１）と、
　前記ずれ予測条件は成立したとの判定を前記条件判定手段が下し且つ前記速度差は前記
切替判定値以上であるとの判定を前記速度差判定手段が下した場合に、前記表示ユニット
により前記走行速度を表示する速度表示（５６ｖ，２０５６ｖ）を制御して、当該速度表
示を強調する強調表示（５６ｅ，２０５６ｅ）へ切替える切替制御手段（５４２）とを、
備えることを特徴とする車両用表示制御装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１６】
　自車両（２）の表示ユニット（５０，２０５０，３０５０，３０５１）による表示を制
御する車両用表示制御方法であって、
　前記自車両においてドライバの体感速度と実際の走行速度とがずれると予測されるずれ
予測条件が成立したか否かを判定する条件判定ステップ（Ｓ１０，Ｓ１０１）と、
　前記自車両の走行する走行路に定められた制限速度と実際の前記走行速度との速度差が
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切替判定値以上超過しているか否か、及び前記制限速度と前記走行速度との差が前記切替
判定値以上不足しているか否かを判定する速度差判定ステップ（Ｓ１０，Ｓ１０２，Ｓ１
０３）と、
　前記ずれ予測条件は成立したとの判定が前記条件判定ステップにより下され且つ前記速
度差は前記切替判定値以上であるとの判定が前記速度差判定ステップにより下された場合
に、前記表示ユニットにより前記走行速度を表示する速度表示（５６ｖ，２０５６ｖ）を
制御して、当該速度表示を強調する強調表示（５６ｅ，２０５６ｅ）へ切替える切替制御
ステップ（Ｓ１０，Ｓ１０４，Ｓ２０，Ｓ３０）とを、含むことを特徴とする車両用表示
制御方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上述した課題を解決するために開示された第一発明は、自車両（２）の表示ユニット（
５０，２０５０，３０５０，３０５１）による表示を制御する車両用表示制御装置（５４
，３０５０ｃ，３０５１ｃ）であって、自車両においてドライバの体感速度と実際の走行
速度とがずれると予測されるずれ予測条件が成立したか否かを判定する条件判定手段（５
４０）と、自車両の走行する走行路に定められた制限速度と実際の走行速度との速度差が
切替判定値以上超過しているか否か、及び制限速度と走行速度との差が切替判定値以上不
足しているか否かを判定する速度差判定手段（５４１）と、ずれ予測条件は成立したとの
判定を条件判定手段が下し且つ速度差は切替判定値以上であるとの判定を速度差判定手段
が下した場合に、表示ユニットにより走行速度を表示する速度表示（５６ｖ，２０５６ｖ
）を制御して、当該速度表示を強調する強調表示（５６ｅ，２０５６ｅ）へ切替える切替
制御手段（５４２）とを、備えることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、上述した課題を解決するために開示された第二発明は、自車両（２）の表示ユニ
ット（５０，２０５０，３０５０，３０５１）による表示を制御する車両用表示制御方法
であって、自車両においてドライバの体感速度と実際の走行速度とがずれると予測される
ずれ予測条件が成立したか否かを判定する条件判定ステップ（Ｓ１０，Ｓ１０１）と、自
車両の走行する走行路に定められた制限速度と実際の走行速度との速度差が切替判定値以
上超過しているか否か、及び制限速度と走行速度との差が切替判定値以上不足しているか
否かを判定する速度差判定ステップ（Ｓ１０，Ｓ１０２，Ｓ１０３）と、ずれ予測条件は
成立したとの判定が条件判定ステップにより下され且つ速度差は切替判定値以上であると
の判定が速度差判定ステップにより下された場合に、表示ユニットにより走行速度を表示
する速度表示（５６ｖ，２０５６ｖ）を制御して、当該速度表示を強調する強調表示（５
６ｅ，２０５６ｅ）へ切替える切替制御ステップ（Ｓ１０，Ｓ１０４，Ｓ２０，Ｓ３０）
とを、含むことを特徴とする。
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